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1．はじめに

　住み慣れた地域での健康な生活を支援するた

めに、大学の看護学部が担える役割は何であろ

うかと考え、2017 年 7 月より武庫川女子大学

看護学部「まちの保健室」事業を開設しました。

「まちの保健室」事業は、地域への貢献のみなら

ず実施する教員の学びと自己研鑽の場となり、

社会に貢献できる学生を育成するための一助と

なっています。

　開設 2 年目を迎えた、地域貢献活動および教

育研究活動の一環である「まちの保健室」事業

について報告します。

2．目的

　子どもから高齢者まで幅広い年齢層を対象と

した地域住民の心身の健康、子育て、生活習慣

病予防、介護などの様々な不安や悩みに対し気

軽に話せる場を提供し、健康に関する相談に応

じ、また、心身の健康に関する講座を開催する

などの活動を通して、地域住民に対する健康増

進並びに本学部の教育研究に寄与することを目

的としています。

3．関係機関の後援と協力

　西宮市医師会、西宮市歯科医師会、西宮市薬

剤師会、西宮市、武庫川学院に後援をいただい

ています。また、会場は、ららぽーと甲子園よ

り提供いただいています。

 鳴尾連合自治会、鳴尾地区民生・児童委員協議

会、西宮市社会福祉協議会、西宮市地域包括支

援センター、まち café なごみ、なるお会館、西

宮市（大学連携室、鳴尾支所、鳴尾公民館、保健所、

鳴尾保健福祉センター）など地域の関係機関に

ちらしの配架など広報のご協力をいただいてい

ます。

　なお、武庫川女子大学看護学部「まちの保健室」

は、兵庫県看護協会「まちの保健室」事業の実

施拠点の一つとなっています。

4．活動の実際

1）日時と場所

（1）日時：概ね第一水曜日の 10 時から 13 時

（2）場所：ららぽーと甲子園

2 階オーシャンライドコートなど

2）スタッフ

　看護師、保健師、助産師の資格を持つ看護学

部教員が実施しています。教員に加え看護学部

事務室の職員および看護師の資格を持つ大学院

看護学研究科の院生、看護学部の学生が参加し

ています。また、薬に関する相談は本学薬学部

との連携のもと西宮市薬剤師会薬剤師が行って

います。

　企画・運営などは主に、武庫川女子大学看護

学部「まちの保健室プロジェクト」のメンバー

が担っています。

3）実績

　2017 年度は、7 月から 3 月まで計 8 回開催し、

延 952 名、1 回あたり平均 119 名の利用があり

ました。スタッフは延 106 名、1 回あたり 13 ～

14 名が参加しました。お薬相談では毎回 1 ～ 2
名の薬剤師の方が相談を受けました。

　2018 年度の 5 月から 12 月までの 8 回の開催

実績は以下の通りです。延 922 名、1 回あたり平

均 116 名の利用がありました。スタッフは延 100
名、1 回あたり 11 ～ 14 名が参加しました。お薬

相談では毎回 1 ～ 2 名の薬剤師の方が相談を受

け、平均 9 名の利用がありました。2 月・3 月開

催分を合わせた実績は、来年度に報告します。

-事業報告-
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5．今後の展望

　よりよい活動にするために、2019 年度には利

用者の皆様の健康の維持増進に効果があったの

かを明らかにすることを目的に質問紙調査を実

施させていただきたいと考えています。

　2019 年度の前半は、2018 年度と同様にらら

ぽーと甲子園でほぼ毎月の開催を予定していま

す。後半からはららぽーと甲子園では年に 2 回

の実施とし、阪神鳴尾駅高架下にできる「武庫

女ステーションキャンパス」に場所を移して看

護学部主催で開催いたします。それに先駆け、

2019 年秋には、「学院創立 80 周年記念事業」の

一環として看護科学館にて「“地域から学び、地

域に活かす”武庫女 看護フェスタ」を開催しま

す。皆様、ぜひお越しください。

謝辞
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この場をお借りして心より御礼申し上げます。
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温熱作用に関して手浴が全身浴の代用となる可能性の検証
－表面皮膚温の変化および温度感覚・快適感覚から－

Can the Thermal Effects of the Hand Bath Substitute Those of the Whole-body Bathing
in Terms of Surface Skin Temperature, Thermal Sensation and Comfort?
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Abstract
  To verify the possibility of substituting whole-body bathing with hand bath, we compared the thermal effects of 
both types of bath on 18 healthy female college students. Whole-body bathing and hand bath were performed on 
different days by 18 healthy girls. Both types of baths used hot water at a temperature of about 40℃ for 10 min, 
with a 60-min rest period after the bath. We continuously measured the skin temperature at eight points on the left 
and right hands, forearms, lower legs, and foot sole; we also examined the temperature sensation and comfort 
level. Both whole-body bathing and hand bath raised the skin temperature of the left hand, forearm, and lower 
leg. The influence persisted for up to 60 min after the bath, and there was no difference in the value 60 min after 
the bath, with the value being significantly higher than that before the bath. The temperature sensation of the 
hands immersed in hot water in both types of baths was raised after the bath, and there was no difference between 
the two types of baths. Comfortable sensations after whole-body bathing and hand bath were higher than those 
before the bath, and at the end of the bath, hand bath was more comfortable than whole-body bathing. The results 
indicate that hand bath is an effective substitute for whole-body bathing, and the thermal effect of hand bath may 
be better than that of whole-body bathing.

要  旨

　温熱作用に関して手浴が全身浴の代用が可能かについて、健康な女子大生 18 名を対象に比較検証し

た。方法は、全身浴と手浴を別日に実施し、湯温約 40℃の全身浴及び手浴を 10 分間行いその後 60 分

安静とした。左右の手背・前腕・下腿・足背の 8 箇所の皮膚温を連続測定し、温度感覚と快適感覚も

調べた。全身浴と手浴は、どちらも左右の手背・前腕・下腿の皮膚温を上昇させ実施後 60 分までその

影響が続き、実施後 60 分値に差がなく、基準値より有意に高く同様の温熱作用を及ぼした。温度感覚は、

手浴と全身浴とも浸水していた手は実施後に高まり両者で差がなかった。手浴中湯外の部分は、実施

後は全身浴より低いが、終了時には全身浴と差がなくなっていた。快適感覚は、手浴も全身浴も実施

後の快適感は高まるが、終了時は手浴の方が高かった。以上より、手浴は全身浴の代用として有効で

あり、手浴の温熱作用は全身浴と比べて快適感が高い可能性が示唆された。

key words: Whole-body Bathing,  Hand Bath,  Surface Skin Temperature,
Thermal Sensation,  Comfort Sensation
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2018 年度ちらし

9回目を 2月 4日に、10 回目を 3月 13 日に開催しました。

表　2018 年度の実績
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看護学部
教員

西宮市
保健師

看護学研
究科院生

看護学部
学生

看護学部
事務室

計 健康相談 子育て相談 測定 計

1 5月2日 7 0 1 3 1 12 55 3 ー 55 健康相談

2 6月6日 7 1 0 2 1 11 88 1 110 111 健康相談・血管年齢測定

3 7月4日 12 0 0 0 1 13 107 0 118 119 健康相談・骨の健康チェック

4 8月1日 13 0 0 0 1 14 124 2 134 137 健康相談・血管年齢測定

5 9月5日 11 0 0 0 1 12 90 6 84 97 健康相談・骨の健康チェック

6 10月3日 7 1 3 0 1 12 101 0 127 133 健康相談・血管年齢測定

7 11月7日 11 0 0 0 1 12 103 0 116 118 健康相談・骨の健康チェック

8 12月5日 12 1 0 0 1 14 126 1 151 152 健康相談・血管年齢測定

回 月日
数者用利数フッタス

実施内容
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